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ヰ
海
洋
性
レ
フ
リ
工
!
シ
ヨ
ン
墓
地
と

戸
し
て
県
内
初
の
公
立
ハ
マ
リ
1

ナ
「
大
洗

キ

マ

リ

i
ナ
し
が
昨
年
の

7
月
に
開
港
。

ヰ
引
き
続
き
大
洗
マ
リ
i
ナ
ク
ラ
ブ
ハ
ウ

キ
ス
ガ
港
中
央
に
完
成
。
去
る

4
月
出
自

靖
国
や
県
¥
町
の
関
係
者
ガ
出
罵
し
て
腹

キ
工
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
だ
。

ヰ
式
典
に
先
立
ち
¥
オ
!
フ
ン
セ
レ
モ

羊
二
ー
が
行
わ
れ
人
見
茨
揖
県
出
納
長
¥

ヰ
竹
内
大
洗
町
長
を
は
じ
め
関
係
者
ガ
ク

ド
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
部
で
テ
ー
プ
力
川
ノ
ト
。
そ

キ
の
後
に
ミ
ス
ポ
i
ト
大
洗
ガ
「
茨
城
県

ド
旗
し
と
大
洗
マ
リ
i
ナ
を
象
徴
す
る
「
マ

キ
リ
!
ナ
旗
し
を
掲
揚
¥
大
き
な
拍
手
、
ガ

再
混
き
起
こ
り
ま
し
だ
。

キ

マ

リ

i
ナ
旗
に
描
か
れ
て
い
る
シ
ン

ボ
ル
マ
フ
は
¥
太
平
洋
か
ら
の
ぼ
る

太
揚
を
パ
ツ
つ
に
、
忠
大
な
外
活
に
出

臨
す
る
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
ガ
イ
メ
一
ン

さ
れ
¥
飛
躍
す
る
大
洗
濯
を
表
し
て
い

ま
す
。
ま
た
¥
こ
の
マ
リ
ナ
旗
は
¥

大
洗
マ
リ
i
ナ
所
嵩
艇
に
標
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

セ
レ
モ
二
の
後
¥
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

研
悟
室
に
移
り
式
典
ガ
開
か
れ
¥
主
催

者
の
人
毘
茨
城
県
出
納
長
ガ
撲
出
。
続

い
て
竹
内
大
洗
町
長
ガ
「
関
係
者
の
深

い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
¥
名
実
と

も
に
海
洋
性
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
墓
地

と
し
て
整
備
さ
れ
疋
。
こ
れ
を
機
に
¥

大
勢
の
嵩
さ
ん
方
、
ガ
海
に
親
し
ん
で
蹟

き
疋
い
L

と
撲
拐
し
ま
し
た
。

石
川
大
洗
潜
潜
事
務
所
長
の
建
設
経

過
報
告
、
井
上
運
輸
省
港
港
胃
環
境
整

儲
課
長
と
小
田
木
茨
城
県
議
会
土
木
委

員
長
の
来
賓
撲
拶
の
あ
と
¥
利
用
者
を

代
表
し
て
後
藤
茨
域
新
聞
社
長
ガ
勺
マ

ナ
ー
を
守
り
、
安
全
と
美
し
い
海
の
維

持
に
努
め
た
い
L

と
述
べ
¥
式
典
を
終

了
し
ま
し
た
。

完
成
し
だ
フ
ラ
フ
ハ
ウ
ス
は
¥
自
を

官
会
謂
と
し
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

2
臨

建
て
¥
延
床
面
積

?
¥
2
8
5
可
?
暗

に
管
理
事
務
所
¥
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
¥
ラ

ウ
ン
ジ
¥
重
衣
室
¥
シ
ャ
ワ
ー
室
¥
パ

ス
ル
ー
ム

¥
2障
に
は
¥
レ
ス
ト
ラ
ン
¥

畏
示
ス
ペ
ー
ス
¥
研
鰻
室
等
の
的
に
監

視
培
、
大
洗
港
海
象
気
象
の
現
況
を
表

日-r-

大洗マ口一ナクラブハウス~a愈式換

一
示
す
る
シ
ス
テ
ム
ガ
備
え
て
い
ま
す
。
キ

事
業
費
は

¥
5憶
8
千
万
円
で
午
前

9
J↓

時
か
ら
午
後

6
時
ま
で
営
業
。
火
曜
日
キ

ハ
祝
日
に
当
る
場
合
は
翌
日
〉
と
年
末
ヰ

年
始
、
ガ
休
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
キ

こ
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
完
成
に
よ
り
¥
ヰ

マ
リ
i
ナ
利
用
者
は
も
と
よ
り
¥
町
民
』
「

の
皆
さ
ん
や
還
を
愛
す
る
人
達
の
憩
い
ヰ

の
場
と
し
て
¥
む
く
親
し
ま
れ
る
こ
と
ド

で

し

ょ

う

。

ヰ

〔

お

問

い

合

せ

先

〕

ト

ト

大

洗

マ

リ

ン

株

式

会

社

キ

大
洗
司
港
中
央

U
番

地

再

圃

制

5
9
9
3
臨

制

7
7
5
7
年

&完成したマリーナクラブハウス&挨拶する竹内町長

大洗マリーナシンボルマーク
企クラブハウスよりマリーナを望む&大洗マリーナ旗

一
議
時
記

「
9

9
巴

あ

れ

ひ

み

め

飽
と
る
海
女
の
眉
目
よ
き
潮

め
が
ね
(
西
沢
十
七
思
一
)

組
取
り
虚
空
を
蹴
っ
て
沈
み

け

り

(

加

来

脊

七

星

)

き
わ
や
か
な
夏
の
海
の
風
景
が
尽

に
浮
か
び
ま
す
ね
。
ア
ワ
ビ
は
夏
の

季
語
で
す
。

ア
ワ
ど
と
い
う
と
、

H

磯
の
ア
ワ
ビ

の
片
思
い
H

と
い
う
一
言
葉
を
思
い
出

し
ま
す
。
品
目
は
殻
が
へ
ん
一
千
で
巻
き

が
小
き
い
た
め
、
二
枚
貝
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
実
は
巻
き
貝
の

仲
間
で
す
。
巻
い
て
い
る
部
分
が
少

な
く
、
ロ
を
大
き
く
開
け
て
い
る
の

です。H片
怠
い
。
と
い
う
こ
と
か
ら
、
ア

ワ
ビ
を
婚
礼
の
料
理
に
使
う
の
を
嫌

う
地
方
も
あ
る
そ
う
で
す
ん
ι

し
か
し
、

本
来
ア
ワ
ビ
は
縁
起
物
と
し
て
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
北
日
は
ア
ワ
ビ
を
薄
く

そ
い
で
干
し
、
車
円
竹
の
筒
な
ど
で
の

し
て
、
さ
ら
に
簿
く
し
て

d
u
し
ア

ワ
ビ
。
を
作
り
、
そ
れ
を
食
用
に
し

た
り
進
物
に
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

の
し
ア
ワ
ビ
は
、
後
の
世
に
は
、
紙

の
の
し
と
な
り
、
広
く
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ア
ワ
ビ
は
寿
命

を
伸
ば
す
な
ど
、
縁
起
の
い
い
も
の

と
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

ア
ワ
ビ
の
殻
の
内
側
は
美
し
い
の

で
、
ら
で
ん
細
工
や
装
身
呉
と
し
て

も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
い
ま

は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
イ
タ
チ
除
け
に
ア
ワ
ビ
の
殻
を

鶏
小
屋
に
ぶ
ら
さ
げ
て
い
ま
し
た
。

揺
れ
て
光
る
た
め
、
寄
り
つ
か
な
い

そ
う
で
す
。

最
近
は
貴
重
品
と
な
っ
た
ア
ワ
ビ

で
す
が
、
コ
リ
コ
り
し
た
歯
ざ
わ
り

の
ア
ワ
ビ
の
水
貝
や
、
酒
蒸
し
の
味

は
、
日
本
の
夏
の
味
覚
の
代
表
格
で

す
。
お
い
し
い
海
の
幸
を
楽
し
め
る

の
は
、
美
し
い
海
が
あ
っ
て
こ
そ
で

す
。
六
月
五
j
十
一
日
は
、
「
海
洋
汚

染
妨
止
推
進
週
間
」
。
わ
た
し
た
ち

も
、
海
を
汚
き
な
い
よ
う
に
し
ま
し

襲安

議事恥
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リン青
少
年
健
全
育
成
を
自
的
に
宿
泊
研

修
施
設
と
し
て
、
昭
和
同
年
7
月
に
開

設
し
た
大
洗
町
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ

l
ミ

ナ
ル
は
建
設
後
日
年
を
経
過
、
施
設
の

各
所
に
傷
み
が
あ
る
た
め
、
平
成
4
・

5
年
度
の
士
卒
業
と
し
て
、
全
面
改
修
工

t~ らあおお平成5.1手6月5尽

清
宮
宗
尚
君

作
品
の
入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

〔
標
語
の
部
〕

O
磯
浜
小
学
校

出
口
真
理
子
・
浅
野
驚
・
鈴
木
勝
之
・

檎
山
直
子
・
石
田
真
由
美
・
小
沼
奈
保

美
・
棲
井
梓
紗
・
高
瀬
幸
・
加
藤
聡
・

務
中
3
年

倉
田
有
由
美
・
清
水
裕
久
・
荒
谷
宏

O
祝
町
小
学
校

鈴
木
法
子
・
村
松
健
一
・
須
貝
静

O
大
賞
小
学
校

小
松
崎
米
繰
・
田
山
澄
香
・
小
野
崎
裕

子
・
大
津
由
紀
・
大
山
成
道
・
川
上
香

与
子
O
夏
海
小
学
校

新
関
貴
久
・
亀
山
千
恵
美
・
回
口
佳
美

O
第
一
ム
中
学
校

倉
持
さ
や
か
・
師
同
美
机
・
大
川
茂
慶
・

前
家
由
貴
子
・
大
山
真
理
佳
・
田
口
美

穂
・
宮
崎
制
絵
・
青
山
康
子

O
南
中
学
校

松
湾
春
美
・
大
場
俊
彦
・
中
山
知
子
・

米
川
樽
恵
・
桜
井
学

〔
書
道
の
部
〕

O
磯
浜
小
学
校

佐
藤
雅
史
・
坂
本
和
也
・
加
藤
真
也
・

坂
本
理
紗
・
高
須
彩
・
照
沼
奈
緒
美
・

小
泉
宏
菜
・
高
野
波
奈
・
梅
橋
義
徳
・

大
貫
絵
美
・
五
十
刷
出
有
子
・
金
子
未
幸

O
祝
町
小
学
校

坂
口
智
洋
・
佐
藤
大
介
・
鈴
木
玲
子

O
大
賞
小
学
校

栗
橋
麗
子
・
野
口
幸
恵
・
佐
藤
友
理
・

市
毛
郁
美
・
久
野
友
和
・
康
古
佳
織

O
夏
海
小
学
校

高
林
千
春
・
米
川
え
い
子
・
深
作
か
お

事
を
行
い
ま
し
た
。

工
事
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向
上
を

因
る
た
め
全
館
の
内
外
装
及
び
改
修
で

真
新
し
い
施
設
に
匙
り
ま
し
た
。

特
に
、
浴
場
を
拡
張
し
て
、
海
が
見

、
え
る
浴
場
に
改
造
し
ま
し
た
。

立
地
条
件
を
生
か
し
、
快
適
な
印
象

と
低
料
金
が
紘
カ
の
施
設
と
し
て
、
輯

広
く
利
用
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

卒
業
費
は
、

6
4
、
8
9
0
千
円
で
、

去
る
4
月
初
日
に
完
成
。

5
月
の
連
休

に
は
満
館
と
な
り
、
利
用
者
の
皆
さ
ん

方
に
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
青
少
年
健
全
育
成
の

た
め
の
教
育
研
修
、
宿
泊
学
習
等
の

場
、
更
に
は
一
般
の
方
々
に
も
広
く
利

用
い
た
だ
け
る
場
と
し
て
改
修
し
た
も

の
で
す
。
み
な
さ
ん
、
お
気
軽
に
ご
利

用
下
さ
い
。

〔
お
問
い
合
せ
先
〕

宮
前
ー
1
2
2
3
4

目リO
第
…
ム
中
学
校

安
蔵
慎
太
郎
・
鈴
木
優
子
・
正
木
覚
・

田
山
奈
美
穂
・
倉
持
宗
広
・
赤
津
利
佳
・

品
目
藤
春
美
・
福
池
千
恵

O
南
中
学
校

増
田
貴
樹
・
小
沼
美
咲
・
長
谷
川
浩
子
・

雨
沢
由
希
子
・
小
野
瀬
響
子

〔
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
の
部
〕

O
磯
浜
小
学
校

久
保
田
真
人
・
飯
塚
祥
子
・
荷
口
孝

雄
・
久
保
田
真
美
・
福
地
呈
恵
・
関
根

富
一
志
・
金
沢
優
・
倉
持
隼
人
・
山
形
明

大
・
永
井
浩
子
・
関
根
由
起
子
・
生
田

目
寛
豪

O
祝
町
小
学
校

松
野
未
来
・
鈴
木
幸
治
・
回
口
泰
之

O
大
賞
小
学
校

鈴
木
沙
知
・
大
場
麻
由
・
渡
辺
佳
代
子
・

石
田
沙
織
・
一
二
橋
め
ぐ
実
・
小
、
活
奈
穂

O
菱
海
小
学
校

佐
々
川
知
明
・
栗
田
巧
嗣
・
深
作
か
お

れリO
第
一
中
学
校

石
川
純
・
倉
本
樹
・
小
沼
悦
子
・
正
木

覚
・
海
老
沢
淳
一
・
沖
津
信
一
・
荷
口

裕
行
・
今
関
里
江

O
街
中
学
校

清
宮
宗
尚
・
大
和
田
じ
ゅ
ん
・
小
野
瀬

永
子
・
清
宮
小
百
合
胴
高
橋
久
美
子

一平成
5
年
度
大
洗
町
叫
青
少
年
相
談
員

が
新
た
に
却
名
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

青
少
年
相
談
員
は
、
日
頃
か
ら
地
域

の
青
少
年
の
健
全
育
成
、
非
行
防
止
の

た
め
の
補
導
活
動
及
び
青
少
年
の
住
み

良
い
社
会
環
境
づ
く
り
に
活
躍
し
て
お

り
ま
す
。
青
少
年
問
題
で
お
悩
み
の
方
は
、
各

地
区
に
青
少
年
相
談
員
が
お
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
に

網
棚
悶
麓
裁
を
再
任

人
権
擁
護
委
員
の
回
口
茂
氏
(
神
山

町
9
2
1
番
地
)
が
法
務
大
佳
か
ら
4

月
日
日
付
け
で
再
度
委
員
と
し
て
委
鳴

き
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
盟
弐
の
基
本
的
人

権
を
擁
護
し
、
そ
の
普
及
を
図
る
必
要

か
ら
昭
和
お
年
に
制
度
と
し
て
発
足
。

昭
和
弘
年
6
汚

1
日
に
人
権
擁
護
委
員

法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
は
人
聞
が
平
和
に
生
き
る
上
で

最
も
大
切
な
権
利
で
す
。
自
分
だ
け
で

は
な
く
、
相
手
の
権
利
も
尊
重
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
明
か
る
い
社
会
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

人
権
開
題
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
人
は

ぜ
ひ
ご
相
談
下
さ
い
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

女
平
成
5
年
度
の
特
設
人
権
相
談
所

0
4
月
日
日
(
火
)

0
7
月
日
8
(
火
)

0
日
月
幻
自
(
金
)

0
1
月
比
日
(
金
)

ム
M

場
所
大
洗
町
役
場
3
階

会
時
間
山
川
日
時
か
ら
間
3
時
ま
で

台
人
ふ
小
ヤ
合

品
五
弔
問
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夏
大寅

(髭 刀t 童三 刀t 五和新通金 金 イ中 耳芝 来庁 日月 祝

{道E毎E 桜含道 釜
ま也

土也 釜 反 沢 沢 了 うも 手申 丁

区 )町 医T 民丁 間7 国銅llIT町町 町 g 町 4仁コ為 町 町 毘 箆I 区

眉
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
学
生

の
方
が
、
就
職
し
て
厚
生
年
金
や
共

済
組
合
に
加
入
し
た
と
き
に
は
、
由

民
年
金
の
種
別
変
更
(
資
格
喪
失
)

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
の
年
金
制
度
で
は
、
加
歳
以

上
の
方
は
印
歳
に
な
る
ま
で
必
ず
国

関
畏
年
金
足
加
入
し
て
い
る
学
生
の
醤
さ
ん
へ

学
生
か
ら
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に

な
っ
た
ら
手
続
き
を
i
l
l
l
}

民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
学
生
や
自
営
業

の
方
と
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
O
L
な
ど
の

方
と
で
は
、
加
入
の
し
か
た
や
保
険
料

の
負
担
方
法
が
違
い
ま
す
の
で
、
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、

そ
の
都
度
予
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ライフスタイルガ護わつだら
こんな手続きが必要です。

⑧第 1号被保険者⑤

農業・漁業・碕業などの厨営

業、自由業、大学・専修学校

等の学生。

f呆検料毎月個人で納付
(月額10，500円)

夫
カミ
就
職

本
人
高斤
得
;!成
当〉

>1 ③第2号被保険者。
lサラリーマンやOしなどの厚

生年金や共済組合の加入者。

保険料・厚生年金や共済組合

の保険料に含まれて

います。

今
年
で
、
第
沼
田
を
迎
、
え
る
水
道
週

間
が
6
月

1
aか
ら

7
aま
で
全
国
各

地
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

町
で
は
、
子
供
た
ち
に
水
道
の
水
を

む
だ
な
く
上
手
に
利
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
町
内
の
各
小
・
中
学
校
の
児

童
・
生
徒
か
ら
水
道
に
関
す
る
襟
語
・

書
道
・
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
作
品
の
中
か
ら
入
賞
作

品
が
選
ば
れ
、
町
内
の
各
銀
行
・
郵
便

局
・
漁
協
・
農
協
・
役
場
等
に
期
間
中

展
示
し
ま
す
。

町
民
の
皆
様
、
こ
の
機
会
に
凝
り
あ

る
水
資
源
を
見
複
し
、
む
だ
な
く
上
手

に
利
用
し
ま
し
ょ
、
っ
。

資 窟

種別変更(資絡喪失)1畠

得

職)

取

(就

格

税

だ

よ
H
り

最
近
、
「
新
設
法
人
の
税
務
指
導

に
き
た
」
「
税
務
箸
の
方
か
ら
き
た
」

な
ど
と
話
し
、
税
務
署
員
と
怠
わ
せ

て
、
新
設
法
人
等
に
対
し
て
税
務
関

係
の
出
版
物
を
売
り
つ
け
た
り
、
入

会
金
、
研
修
会
費
あ
る
い
は
矯
読
料

を
要
求
す
る
悪
質
な
出
版
社
の
セ
ー

ル
ス
マ
ン
が
横
行
し
て
い
ま
す
。
税
務

署
で
は
、
出
版
物
の
訪
問
販
売
は
行

っ
て
お
り
ま
せ
ん
し
、
税
務
署
員
が

納
税
者
の
お
宅
な
ど
に
伺
う
場
合
は

退
職
し
専
業
、
王
婦
に

資
格
取
得
(
第

3
号
被
保
険
者
該
当
)
属

専
業
主
婦
が
就
職

⑮第3号被保検者③
厚生年金や共済組合の加入者

の被扶養配偶者。

保険料・配偶者が加入してい

る年金制度が一括し

て負担。本人負担は

ありません。

職)(退

本

人

の

所

得

増

種

別

変

更

届

に
せ
税
務
職
員
む
ご
注
意
を

必
ず
身
分
証
明
証
を
持
っ
て
い
ま
す
。

「
お
か
し
い
な
・
:
?
¥
「
変
だ
な

・
:
?
」
と
思
っ
た
ら
ま
ず
お
近
く
の

税
務
者
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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(3)第258号

玉
入
れ
が
行
わ
れ
、

1
回
戦
は
赤
組
の

勝、

2
回
戦
は
白
組
の
勝
と
仲
良
く
引

き
分
け
。
そ
の
後
、
大
玉
こ
ろ
が
し
、

パ
ン
食
い
競
争
と
ゲ
!
ト
ゴ
ル
フ
。
身

障
者
の
皆
さ
ん
は
、
印

m
走
、
立
巾
飛
、

ボ

I
ル
投
げ
と
競
技
が
進
み
、
体
育
館

は
熱
気
が
み
な
ぎ
っ
て
い
ま
し
た
。

内

v
h
E
M予
弘
ぽ
予

a
d予
ぬ
が
予
匂
ず

MFbgp白
ぽ

p
h
d
pぬ
ぽ
》
弘
ぽ
予
白

g
h
E
U砂
buv'bvhp

園
児
の
み
な
さ
ん
に
田
植
え
を
体
験

さ
せ
て
下
さ
い
と
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
苗

と
土
の
無
償
提
供
が
あ
り
、
去
る
5
月

日
目
に
第
一
保
育
所
。
口
日
に
は
第
二

保
育
所
の
年
長
児
が
、
国
庭
に
ミ
ニ
陸

図
を
つ
く
り
田
植
、
え
を
行
い
ま
し
た
。

自
分
遼
が
食
べ
て
い
る
お
米
は
、
ど

の
様
に
し
て
出
来
る
の
か
等
の
様
子
を

身
近
に
触
れ
さ
せ
る
事
を
目
的
に
行
っ

た
も
の
で
す
。

園
児
の
み
な
さ
ん
は
、
土
の
感
触
に

触
れ
な
が
ら
苗
を
一
本
一
本
丁
寧
に
植

え
込
ん
で
い
ま
し
た
。
作
業
が
終
わ
っ

た
顕
児
は
、
早
く
お
米
が
で
き
な
い
か

な
あ
!
と
、
心
は
実
り
の
秋
に
大
き
な

期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

首
や
土
の
ご
協
力
を
し
て
頂
き
ま
し

た
、
谷
間
部
吉
蔵
(
磯
浜
町
白
番
地
)
さ

ん
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

恒
例
の
老
人
体
育
祭
・
身
障
者
ス
ポ

i
ツ
大
会
が
、
去
る
5
月
刊
日
日
総
合
運

動
公
園
で
関
か
れ
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
で
、
会
場
を
体
育
館

に
移
し
、
午
前
日
時
開
会
式
が
行
わ

れ
、
竹
内
町
長
が
「
皆
さ
ん
の
ご
協
力

で
町
も
順
調
に
進
展
し
て
い
ま
す
。
健

康
に
留
意
し
て
元
気
で
発
展
す
る
大
洗

町
を
見
て
頂
き
た
い
」
と
挨
拶
。
続
い

て
、
田
山
高
年
者
ク
ラ
ブ
渡
合
会
長
、

和
田
身
体
障
害
者
会
長
と
小
松
崎
議
会

議
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
準
備
体
操
で
体

を
ほ
ぐ
し
競
技
に
入
り
ま
し
た
。

は
じ
め
に
全
員
で
、
紅
白
に
別
れ
て

今
年
も
飲
食
庖
青
年
部
の
皆
さ
ん
の

心
の
こ
も
っ
た
ソ
パ
・
う
ど
ん
が
出
さ

れ
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
は
、
美
味
し
い

そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

昼
休
み
に
余
興
が
あ
り
、
ひ
じ
り
保

育
園
の
児
童
が
「
方
ラ
ガ
ラ
蛇
が
や
っ

て
く
る
」
滝
口
保
育
閤
児
は
「
花
太
鼓
」

恵
泉
保
育
関
児
は
「
森
の
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ
」
を
披
一
露
i

可
愛
い
子
供
達
の
踊

り
に
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
予
寿
会
の
皆
さ
ん
が
「
松
島
の
斎

太
郎
」
の
踊
り
、
飛
び
入
り
で
民
謡
や

カ
ラ
オ
ケ
が
披
露
さ
れ
、
若
々
し
い
声

に
う
っ
と
り
、
楽
し
く
お
同
甘
一
休
み
を
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
ケ
ツ
圧
測
定
リ
レ
ー

競
争
に
入
り
、
元
気
に
お
尻
で
風
船
を

割
り
、
全
員
が
正
常
と
診
断
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
毎
年
婦
人
会
の
皆
さ
ん
の
ア

イ
デ
ィ
ア
を
出
し
た
仮
装
大
会
は
、
手

作
り
の
衣
装
や
小
道
具
等
を
モ
デ
ル
に

着
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
に
な
り
き
り
音

楽
に
合
わ
せ
て
会
場
を
一
周
、
大
き
な

拍
手
が
沸
き
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
玉
手
箱
に
全
員
が
参
加
し

て
、
家
族
の
お
み
や
げ
に
と
思
い
思
い

の
品
を
手
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

今
年
も
、
欽
食
庖
青
年
部
・
婦
人
会
・

日
本
赤
十
字
社
・
民
生
委
員
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
受
け
て
楽
し
く
体
育
祭
が

出
来
ま
し
た
。

ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

盤工民野隷大会

i霊

春
季
町
民
野
球
大
会
が
、
去
る
5
月

2
日
か
ら
同
日
迄
の
各
臼
曜
日
に
総
合

運
動
公
閣
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
第
四
回
目
。
伝
統
あ
る
大
会

と
な
っ
て
い
る
こ
の
大
会
は
、
年
々

野
球
技
術
も
向
上
、
随
所
に
好
プ
レ
ー

が
続
出
。
爽
や
か
な
天
気
に
恵
ま
れ
熱

戦
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。

最
終
呂
の
5
月
刊
日
は
、
本
球
場
で

準
決
勝
、
決
勝
の
3
試
合
が
行
わ
れ
、

ー
全
国
都
市
緑
化
い
ば
ら
き
フ
ェ
ア

「
機
議
小
響
機
マ

i
チ

花
と
繰
の
祭
典
、
全
国
都
市
繰
化
い

ば
ら
き
フ
ェ
ア
の
催
事
に
、
磯
浜
小
学

験
ふ
る
さ
と
の
花
物
語
エ
リ
ア
に
て

(
写
真
提
供

i
高
須
保
氏
〕

校
マ

l
チ
ン
グ
部
が
出
場
し
ま
し
た
。

天
気
に
も
恵
ま
れ
た
、
去
る
5
月
3

B
(憲
法
記
念
日
)
に
、

3
年
生
か
ら
6

年
生
で
編
成
さ
れ
た
悦
名
が
参
加
。

当
日
は
、
約
7
万
人
が
入
場
し
た
フ

ェ
ア
会
場
の
竹
の
ゾ

l
ン
か
ら
里
の
ゾ

ー
ン
ま
で
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

ド
ラ
ム
メ
ジ
ャ

i
を
先
頭
に
金
管
パ

ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
そ
し
て
最
後
に
は
カ
ラ

i
ガ
i
ド
隊
が
続
き
ま
す
。

花
と
繰
に
囲
ま
れ
た
パ
レ
ー
ド
コ
ー

ス
沿
道
に
は
、
大
勢
の
人
が
集
ま
り
、

そ
の
中
を
「
星
条
旗
よ
永
遠
な
れ
・
精

れ
た
ら
い
い
ね
・
ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト
レ

の
曲
に
乗
っ
て
見
事
な
パ
レ
ー
ド
を
披

露
し
て
、
フ
ェ
ア
を
盛
り
上
げ
て
い
ま

し
た
。

決
勝
戦
に
駒
を
進
め
た
フ
ィ
リ

l
F

の
荘
司
君
が
レ
フ
ト
フ
ェ
ン
ス
越
え
の

大
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
ち
ま
し
た
。

野
球
場
が
完
成
し
て
の
初
ホ
ー
ム
ラ

ン
、
し
か
も
、
満
塁
ホ
ー
ム
ラ
ン
に
チ

ー
ム
メ
イ
ト
の
大
き
な
祝
福
を
受
け
て

い
ま
し
た
。

こ
の
満
塁
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
、
高
橋
農

機
に
圧
勝
。
フ
ィ
リ
l
ズ
チ
l
ム
が
優

勝
を
飾
り
ま
し
た
。

優
勝
し
た
フ
ィ
リ
|
ズ
チ

i
ム
は
、

6
月
に
行
わ
れ
る
郡
大
会
の
出
場
権
を

獲
得
い
た
し
ま
し
た
。
郡
大
会
で
の
ご

活
躍
を
ご
期
待
い
た
し
ま
す
。

試
合
の
結
果
は
、
次
の
通
り
で
す
。

優

勝

フ

ィ

リ

l
ズ

準

優

勝

高

橋

農

機

3

位

新

友

会

3

位

カ

|

ジ

ナ

ル

ス

O
最
優
秀
選
手
賞

深
作
和
利
君
(
フ
ィ
リ

i
ズ
)

O
打
撃
賞

荘
司
伸
雄
君
(
フ
ィ
リ
!
ズ
)

O
敢
闘
賞

高
橋
清
三
君
(
高
橋
農
機
)

録 2月の早朝大賞池に飛来した

河原ヒワです。池のブルーと遠

くのI可原をボカして鳥をうきた
たせたいと思いました。

高橋和豊

F5.6 AE 600ミリ x1.4 
〔評〕
写真で難しい野鳥のどントの

良さと、パック処理(色彩のバラ

ンス)がうまくいっています。

(キ局長十 弘己)

海
や
川
な
ど
で
、
ご
み
を
拾
い
汚
染

の
実
態
を
探
る
こ
と
を

g
的
に
今
年
も

「
身
近
な
こ
と
か
ら
環
境
問
題
を
考
え

よ
う
」
と
、
サ
ー
ブ
ァ

l
チ
!
ム
(
代

表
坂
本
清
克
さ
ん
)
他
約
制
名
の
方
が

参
加
し
、
去
る
4
月
四
日
(
臼
)
午
前
日

時
か
ら
一
斉
に
サ
ン
ビ

i
チ
海
岸
を
中

心
に
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
を
展
開
、

投
げ
捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
や
空
き
缶
拾
い

に
尊
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

来庁しく買ったカメラて¥試し撮惨

りをした 1コ?です。

撮影地静峰公園

古川隆之

F4ズーム Pオート80~200 

〔評〕
お子さんの無邪気な表情が、す

ばらしい。これからも頑張って下

さい。
弘日)(絹針

お
お

ト
ト
脚
層

調
M
M

ら

後

藤

亀

泉

選

は
ま
な
す
や
戦
野
を
駈
け
し
日
は
遠
く

髭

釜

稲

回

答

穂

〔
評
〕
大
野
村
の
は
ま
な
す
自
生
地

に
作
ん
で
の
旬
。
一
下
士
官
と
し
て

作
者
の
青
春
は
、
大
陸
の
荒
野
を
駈

け
遡
る
こ
と
に
よ
り
費
さ
れ
た
。
い

ま
孜
魂
自
生
南
限
地
の
鉄
柵
に
も
た

れ
て
、
赫
々
し
い
低
木
が
砂
丘
の
一

角
を
埋
め
、
血
の
色
に
も
似
た
赤
紫

の
花
が
点
々
と
咲
き
始
め
た
の
を
眺

め
た
時
、
五
十
年
の
歳
月
が
逆
転
し

て
、
嘗
て
五
口
が
青
春
を
埋
没
さ
せ
て

し
ま
っ
た
戦
場
の
風
景
が
匙
っ
て
来

た
の
で
あ
る
。

か
け
寄
れ
る
児
に
初
蝶
の
つ
い
て
来
し

桜

道

真

因

静

子

〔
評
〕
帰
宅
し
て
庭
に
入
っ
た
途
端
、

幼
な
児
が
駈
け
寄
っ
て
来
た
の
で
あ

る
。
そ
の
風
を
捲
く
よ
う
な
勢
い
に
、

草
蔭
の
蝶
が
児
の
頭
上
に
舞
い
上
っ

た
の
だ
。
そ
う
一
吾
、
え
ば
こ
れ
は
今
年

初
め
て
見
る
蝶
で
あ
る
。

よ
く
晴
れ
し
海
岸
道
路
松
の
花

髭

釜

川

上

弘

〔
評
〕
快
晴
の
海
岸
道
路
を
行
く
。

晩
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
の
海
辺
は
、

砂
丘
に
並
木
に
種
々
の
花
が
咲
き
競

っ
て
白
を
奪
わ
れ
る
程
な
の
だ
が
、

そ
の
中
で
も
最
も
地
味
な
松
の
花
を

選
択
し
て
、
清
々
し
い
海
岸
道
路
を

詠
み
上
げ
た
。

h
ぽ
本

一
決
り
な
き
旅
の
化
粧
よ
月
膿

磯

浜

浅

見

道

子

〔
評
〕
戻
り
な
き
旅
と
は
死
出
の
旅

の
こ
と
か
。
と
す
れ
ば
死
化
粧
の
こ
と

で
あ
る
。
春
夜
、
怠
を
引
取
っ
た
身

近
か
な
女
人
の
枕
頭
に
即
応
っ
て
、
最
後

の
化
粧
を
ほ
ど
こ
し
て
や
っ
た
の
で
あ

る
。
終
っ
て
戸
外
に
出
、
空
を
仰
ぐ
と

月
が
お
ぼ
ろ
に
霞
ん
で
見
、
え
た
の
だ
。

占

j高

導
明か
神れ
町け

春E
小昼号
松夢む
崎
十
三と
口

〔
評
〕
病
室
で
点
滴
を
受
け
て
い
る
。

針
を
刺
さ
れ
た
ま
ま
の
身
体
は
身
動

き
も
出
来
な
い
。
明
け
放
っ
た
窓
か

ら
風
が
光
が
快
く
入
っ
て
き
て
ベ
ッ

ド
を
包
み
、
い
つ
し
か
春
向
性
一
の
夢
路

に
誘
い
こ
ま
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

散
る
花
の
時
に
乱
る
る
風
情
か
な

磯

浜

谷

ひ

ろ

し

〔
評
〕
心
静
か
に
洛
花
の
さ
ま
を
眺

め
て
い
る
。
一
一
一
一
一
片
ず
つ
、
五
六
片

ず
つ
中
尚
早
を
舞
い
降
る
花
ぴ
ら
で
は

あ
る
が
、
時
に
風
を
呼
ん
で
吹
雪
く

よ
う
に
乱
れ
散
る
こ
と
も
あ
る
の
だ
。

一
年
に
一
度
、
桜
が
そ
の
存
在
感
を

人
に
顕
示
す
る
季
節
で
あ
る
。

は
ま
な
寸

政
現
の
ち
ら
ほ
ら
解
き
し
花
の
紅

明
神
町
小
松
崎
美
代

〔
評
〕
フ
ェ
ン
ス
で
防
護
さ
れ
た
砂

丘
の
一
角
、
本
州
最
南
端
の
自
生
地

に
、
ち
ら
ほ
ら
と
紅
い
は
ま
な
す
の

開
花
で
あ
る
。
五
月
の
陽
光
の
中
へ

も

み
紅
絹
の
よ
、
つ
な
花
弁
を
解
き
放
ち
、

触
れ
れ
ば
千
切
れ
そ
、
つ
な
花
び
ら
を
、

潮
風
の
腕
る
が
ま
ま
に
渓
わ
せ
て
い

る
の
で
あ
る
。

そ
σ〉
中

東浜
光親王
t 、宮守ど
下コ :s:L"ラ

σ〉
花
大も
)11懸
fこ~
カミ

政
璃
に
仲
ち
海
風
に
吹
か
れ
ゐ
し

夏

海

大

賞

千

代

子

も
ろ
こ
し
の
畑
の
奥
の
俳
句
寺

明

神

町

田

中

勝

枝

祝
の
字
い
ま
逆
し
ま
に
鯉
轍

角

一

前

原

青

嵐

届
先
に
苗
買
ふ
人
の
声
高
し

新

町

岸

和

田

和

子

友
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間
蔵き
前し
春
愁
回な
山 1)

佳日
風り

部う ゆ
j喪主 く
寄春
すの
遥光
干兄カ、 童三あ
町な釜つ
礁5 め
にて
今も)11河
川|釣 UI奈原
師」石
巧王

子* 



の
親
問
じ
つ
い
て

平
成
5
年
6
月
9
日
(
水
)
は
、
議
太

子
徳
仁
親
王
殿
下
の
結
婚
の
儀
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
の
祝
日
と
な

り
役
場
は
お
休
み
で
す
。

た
だ
し
、
消
防
箸
・
町
民
会
館
・
公

民
館
・
運
動
公
園
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・

第258号 (4)L、らあおお平成5年6月5E1

ニスタ一

大
洗
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
(
大
洗
町
体
育

協
会
)
で
は
、
1
9
9
3
年
度
の
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
は
下
記
の
通
り
で

す
。
初
心
者
の
方
も
初
級
者
以
上
の
方

も
楽
し
く
テ
ニ
ス
が
で
き
る
よ
う
な
ク

ラ
ブ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

。
会
費
入
会
金
l
、
0
0
0
円

(
新
規
加
入
者
の
み
)

浄
水
場
・
火
葬
場
・
マ
リ
ン
タ
ワ

i
-

サ
ン
ビ
ー
チ
、
キ
ャ
ン
プ
場
・
冷
凍
冷
蔵

庫
に
つ
い
て
は
平
常
ど
お
り
行
い
ま
す
ん
C

な
お
詳
し
い
こ
と
は
、
各
施
設
又
は

役
場
総
務
課
へ
お
間
合
せ
下
さ
い
。

盤

的

山

!
5
1
1
1
(
内
線
M
)

会
員
襲
襲

年
会
費
6
0
0
0
円

。
練
習
日

毎
日
曜
日
午
前
9
時
i
午
後
1
時

毎
火
・
木
曜
日
午
後
6
時
1
9
時

。
練
習
場
所

大
洗
町
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

。
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

磯
浜
町
2
6
8
Q
1
5
長
谷
川
良
雄

官

邸

}$666311227

貝
を
と
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
貝
を
と
る
道
豆
(
に
つ
い
て
は
、

幅
加
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
つ
め
の
長
さ
5

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
「
く
ま
で
」
を

使
う
こ
と
を
禁
止
す
る
と
と
も
に
、
網
を

と
り
つ
け
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
ま
す
ん
の

こ
れ
ら
の
禁
止
事
項
に
違
反
し
た
採

捕
者
は
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
十
分
校
意
し
て
下
さ
い
。

茨城県では、ハマグリ等の資源を保護し有効に利用するた

め、潮干狩での採捕を制限しています。

( (1) 道具 〉
柄の長さは ⑬使える道具は凶に示すもの
!?センチメγjレ未筒! です。

I ⑧網をとりつけることは禁止

/.， V誇~ ~- されています

幌けヘメ!?主立ンチ川jレ⑧市販品を購入する場合にも、
2悦ンチメー仏米満恥両 十分注意して下さい。

( (2) 貝類の大きさ 〉
⑧3センチメートル以下のハマグリ・

コタマガイ(ヒラガイ)をとることは

戸官有 禁止されています。

( (3) 保護水面

⑧ここではだれも貝類をとることはできません。

これらに違反すると、茨城嬢海簡漁業調整規則により翻せ
られることがありますので注意して下さい。

大
洗
町
で
は
、
年
間
を
通
じ
た
前
の

観
光
イ
ベ
ン
ト
や
、
県
内
外
の
観
光
、
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
等
で
活
躍
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
ガ
ー
ル
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

。
応
募
資
格

県
内
居
住
者
で
認
歳
以
上
部
歳
ま
で

の
健
康
な
未
婚
女
性
(
高
校
生
は
除

く
)
届
籍
は
間
い
ま
せ
ん
。

左
記
勤
務
内
容
に
従
事
出
来
る
方
0

0
勤
務
内
容

茨
城
県
、
大
洗
町
、
大
洗
港
湾
振
興

協
会
、
観
光
協
会
、
商
工
会
等
が
、
主

催
す
る
年
間
却
間
程
度
の

P
R
活
動

や
撮
影
会
モ
デ
ル
等
に
従
事
す
る
。

(
休
日
が
中
心
で
す
の
で
有
職
者
で

も
可
)
そ
の
場
合
、
日
当
と
し
て
、

一
臼
一
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

。
応
募
方
法

履
歴
書
、
写
真
2
枚
(
カ
ラ

l
サ
ー

ビ
ス
料
)
上
半
身
・
全
身
各
1
枚
を

送
付
、
又
は
持
参
し
て
下
さ
い
。

※
連
絡
先
住
所
、
電
話
番
号
、
身
長
・

体
震
と
3
サ
イ
ズ
を
明
記
-

。
入
賞
者

間

金

0期

0賃

ミ
ス
ポ
ー
ト
大
洗
・
・
・
3
名

。
締
切
臼

平
成
5
年
6
月
初
呂
(
水
)

O
章
一
目
類
選
考
日

平
成
5
年
7
月
3
8
(
土
)

O
コ
ン
テ
ス
ト

平
成
5
年
7
月
日
臼
(
日
)
午
前
日

時
よ
り
、
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
(
大

会
議
去
る
@
水
活
コ
ン
テ
ス
ト
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
テ
ニ
ス
ウ
ェ
ア
で
の

審
査
で
す
。
(
非
公
開
で
す
)

O
賞

品
ミ
ス
ポ
ー
ト
大
洗
合
格
者
(
3
名
)

に
は
却
万
円
相
当
の
旅
行
ク
ー
ポ
ン

券
、
出
場
者
全
員
に
テ
ニ
ス
ウ
ェ
ア

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

そ
の
他
豪
華
賞
品
あ
り
0

0
応
募
先

一T
三
一
一

i
一一一一

東
茨
城
郡
大
洗
町
磯
浜
町
六
八
八
一

!
二
七
五
(
大
洗
町
役
場
内
)

ミ
ス
ポ
ー
ト
大
洗
コ
ン
テ
ス
ト
係

官

0
2
9
2
l
u
l
l
5
1
1
1
、

内
線
剖
(
商
工
観
光
課
)

一
塩
山
内
一
問
問
・
嘩
-U
紳
跡

7
f
開
月
日
間
門
口

;

l

a

-

-

i

i

 

「
i

海
水
絡
事
業
の
お
知
も
せ

海
水
浴
の
季
節
を
間
近
に
ひ
か
え
、
カ
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

町

で

は

次

の

と

お

り

海

水

浴

事

業

を

行

記

う

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

海

開

き

臼

時

7

月

H
日
(
水
)

今

年

も

町

民

の

皆

さ

ん

や

、

海

水

浴

午

前

日

時

を

楽

し

む

人

達

を

水

難

か

ら

守

る

た

め

、

大

洗

海

水

浴

場

各
種
の
安
全
対
策
を
講
じ
、
こ
れ
ら
に
7
月
口
日
(
土
)
1
8
月

対
応
し
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
幻
自
(
日
)
(
訂
日
開
)

海
開
き
場
所

海
水
浴
期
間

簡
見
体
操
書
生
活
費
金
縄
付
金
制
鹿
を
ご
利
用
〈
、
定
さ
い

育
児
休
業
法
が
昨
年
四
月
に
施
行
さ

れ
、
一
歳
未
満
の
子
を
育
て
る
勤
労
者

は
仕
事
を
や
め
ず
に
育
児
休
業
を
取
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

多
く
の
場
合
休
業
中
の
賃
金
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
県
で
は
、
育
児
休
業
取
得

者
の
休
業
中
の
生
活
の
安
定
を
図
り
、

育
児
休
業
を
取
得
し
や
す
く
す
る
た
め

に
、
休
業
中
の
生
活
資
金
を
低
利
で
融

資
す
る
「
育
児
休
業
者
生
活
資
金
貸
付

金
」
制
度
を
四
月
一
呂
か
ら
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
し
た
。

V
融
資
対
象

l
次
の
全
て
に
該
当
す
る

者
ω
一
歳
に
満
た
な
い
子
を
養
育
す

る
た
め
に
育
児
休
業
を
取
得
す
る
者
で
、

休
業
後
就
業
が
縫
か
な
者
∞
現
在
の

町の人口と世帯

( 5月i日現在)

人口 20，840人(+ 7) 

男 10，339人(+21) 

女 10，501人(-14) 

投帯数 6，396戸(+30) 

転入100人 転出 89人

出生 11人 死亡 15人

内
野
開
河
内
同

『
壊
事
づ
く
り
縄
開
』
で
す

い

い

街

は

ひ

ら

め

き

と

き

め

き

響

き

あ

い

笠
か
で
潤
い

の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
も
一
緒

に
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

勤
務
先
に
一
年
以
上
勤
務
し
、
県
内
に

在
住
す
る
者

V
使
途

1
休
業
中
の
賃
金
の
減
少
に
よ

っ
て
必
要
と
な
っ
た
生
活
資
金

V
融
資
眼
度
額
1
一

O
O万
円

マ
融
資
利
率
1
年
利
三
・
八
%

V
返
済
期
間
・
方
法
1
五
年
以
内
(
据

量
一
年
含
む
)
の
元
利
均
等
月
賦
償
還

wv
そ
の
他

1
保
証
機
関
の
保
証
が
必
要

(
保
証
料
率
:
・
年
0
・
七
%
)

V
申
し
込
み
先
1
茨
城
県
労
働
金
庫

V
問
い
合
わ
せ
先
1
県
労
政
課

宮
幻
8
1
1
1
(
内
線
3
4
1
3
)

(H5.5.12現在)

僚催臼 開始時間 {催 喜善 内 { 昏 開催場所 主 催 入場方法

6tl6日(日) 9 : 30- おらが茨城の H貝民謡大会 ホール 茨城県民謡協会 無料

6 tl13 B (日) 10: 30- '7 J 、 ガ型軽蘭 会 ホーノレ 日立セントラル側 有料

6月月18日後〔十j) 12・00- 関東甲信越高齢者茨城県集会 ホール 茨城保健生協 関係者6 Fl19日 8: 30-

6月24尽か科 13: 00- 老第2人9即福興祉東ブ口ソク ホール 茨城県社会福祉協議会 関係者施設研究総会

6月27日(日) 10: 00- カ フ オ ケ 大 ぷ'Il之、 ホ /レ 全国ふるきと芸能振興会 無料

豆大洗文化センター特事予定表(告/告，-....，27)

※主な催しのみです。詳しくは大洗文化センタ ft66-2442へお問い合わせ下さい

木
々
の
緑
が
い
っ
そ
う
鮮
や
か
に
自

に
ま
ぶ
し
く
、
ま
た
心
に
安
ら
ぎ
を
与

え
て
く
れ
る
よ
、
つ
な
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
、
お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん

4
u
 今
回
は
、
成
人
病
の
や
で
も
死
亡
原

因
と
し
て
が
ん
の
次
に
ひ
か
え
、
し
か

も
年
々
増
加
し
て
い
る
と
い
う
心
臓
病

に
つ
い
て
で
す
。

心
臓
病
の
中
で
も
、
半
分
近
く
を
占

め
る
の
が
、
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
な
ど

で
す
。
こ
れ
ら
は
、
皆
さ
ん
ご
存
じ
の

と
お
り
働
き
盛
り
の
却
代
田
代
の
方
に
、

発
作
が
突
然
や
っ
て
く
る
こ
と
が
多

く
、
し
か
も
命
と
り
に
な
り
や
す
い
と

い
う
の
が
特
徴
で
す
。
で
は
、
な
ぜ
こ

れ
ら
が
楢
唱
え
つ
つ
あ
る
の
か
と
い
い
ま

す
と
、
食
生
活
の
欧
米
化
が
関
係
が
深

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
肉
類
や
動
物

性
脂
肪
を
多
く
と
る
よ
う
に
な
り
、
肥

満
や
動
脈
硬
化
を
お
こ
し
心
臓
病
を
は

じ
め
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
病
気
へ
と

保健センター
君、より

んやち

氾
き
記
月

1

2

4

i

j

-

町
吋
在
ハ

乙
川

k
s
h
g

仁
、
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青

7 7 6 6 6 6 月
/ / / / / / 

織/臼(月)5 附 l 伺)21 附 17幽 11附 10

母 手L 書量 手L

芋L
昔量 般 言墨

子 児 ノ、 言彦 児

食
力
王年 業

月
中日 健

教 健児
健

中目 名
さ弱火，k ま告 こ{耳と きロノタト 言長 長会

母 生生 3 ぴ前 生生
性 後後 力 歳

一般年度
後後

及 6 2 月 ノ尽力、 6 2 
実す

び カカ 住基 力力

まL 月月 12 !J) 民本 月月
幼 I I カ 誕

健藻
I I 

児 7 3 月 生 7 3 
象σ〉 カカ σ〉 日 診 力カ

本自 月月 手L 査 月月
言語k !J)!J) 児 達

指要導者

σ〉グ〉
者 手し手L 及 し 乳芋L

名
児児 ひ" た 児児

母親
Y;JJ 
児 及

日 1 11 l 1 l 

イ受時間す
11s寺 2持 1 s寺 2時 2 s寺 2 s寺
時005寺00時00待。。 時00待。。
00分 00分 00分 00分 00分 00分
分 分 分 分 分 分

午
後
の
部
訓
練
(
午
後
1
時
1
午
後
3
時
)

0
6
月
四
日
掛
内
科
医
健
診
来
所

午
前
の
部
訓
練
(
午
前
9
時
1
午
前
日
時
)
訓
練
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ

i

0
6
月
8
8
ω
0
6
丹
羽
白
幽
訓
練
対
象
障
答
を
も
っ
た
方
で
機
能

0

6

月

白

日

附

0

7

月

2

8

樹

回

復

訓

練

を

必

要

と

す

る

者

0

7

月

6

日

附

※

雨

天

の

場

合

は

中

止

と

な

り

ま

す

。

""'. 山歩

ー
越
ま
ぞ
り
@
ひ
も
が
い
の
ー
ー
J

「
l

資
灘
保
護
思
議

Z
P
L

鹿
島
灘
の
海
岸
で
と
れ
る
は
ま
ぐ
り
・

ひ
ら
が
い
は
茨
城
県
に
お
け
る
重
要
な

漁
業
資
源
で
す
。

茨
城
県
で
は
、
こ
れ
ら
の
資
源
を
保

護
し
有
効
に
利
用
す
る
た
め
、
茨
城
県

海
面
漁
業
調
務
規
則
に
よ
り
、
は
ま
ぐ

り
・
ひ
ら
が
い
は
殻
の
長
さ
3
セ
ン
チ

メ
i
ト
ル
以
下
、
ウ
バ
ガ
イ
に
つ
い
て

は
7
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
小
さ
な

海水浴場及び間営プールの水難

救助・監祝業務等

〔海水浴場〕

平成 5年 7月17臼-8月22日

〔町営プール〕

平成 5if.7月21臼-8月25臼
駁視員・・・6，500円-9，000円

諸係長-・・5，500円-6，500円

。申込期限 平成 5年 6月288侭)

。海水浴場の申込先:大洗町商工観光課

世 67-5 1 1 1 

。IllJ営プールの申込先:大洗町教育委員会

社会教育係岱 66-2 4 4 2 

A 

「
機
能
回
復
訓
練
」

つ
な
が
っ
て
い
く
訳
で
す
。
他
に
も
、

運
動
不
足
、
精
神
的
ス
ト
レ
ス
、
肥
満
、

高
血
庄
、
喫
煙
な
ど
も
、
動
脈
硬
化
を

促
進
さ
せ
心
臓
病
を
、
あ
る
臼
突
然
起

こ
さ
せ
る
危
険
因
子
と
な
り
ま
す
の
で
、

予
防
の
た
め
に
は
、
自
分
自
身
の
生
活

全
般
に
わ
た
っ
て
見
直
し
て
い
た
だ
く

の
が
必
要
で
す
。
成
人
病

l
羽
自
慢
病
と

一
言
わ
れ
る
く
ら
い
何
十
年
も
の
毎
日
の

生
活
の
つ
み
蓑
ね
が
、
日
代
以
降
に
な

っ
て
明
ら
か
に
あ
ら
わ
れ
て
き
ま
す
。

善
は
急
げ
で
す
。
今
日
か
ら
生
活
明
自
慢

ち
ょ
っ
と
改
善
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
未

来
の
た
め
に
。
(
保
健
婦
・
荻
原
由
美
子
記
)

説
V

日
一
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